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はじめに
フランス社会学の祖として知られているエミール・デュルケーム （Émile Durkheim, 1858-1917）
は，歴史研究においても深い造詣があったと言われている。彼の歴史研究の視点は，当時のフラン
ス歴史学で活躍していたセニョボス （Charles Seignobos, 1854-1942），ラングロア （Charles-Victor 
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拡がっていると信ぜられている
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。ところが，ことに卓越した社会では，それは社会の心理生活の
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極めて限られた一部にすぎない
















フロイト （Sigmund Freud, 1856-1939） の「無意識」の概念とは全く異なる性質のものであると筆者
は考えている。フロイト心理学との共通点という見解に関しては，「個人の人格内部への規範的文化
の内面化という点で，フロイトとデュルケームの間に極めて重要な意見の一致が見られる」（７）とする




































ピノザ（Baruch De Spinoza, 1632-1677） の歴史批判に関する手島勲矢の解釈からこの正体の手掛か
りを得た。
スピノザとデュルケームの思想の類似点を指摘している研究者としては，ドナルド・ニルセン 
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である。ところで過去から伝えられてくるも
のは，概して，全く特別な尊敬の対象
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
である。すべての人が満場一致で服するような慣行はもち
ろん大きな威信を持っている。しかし，この慣行の力には，さらに祖先の賛同がこめられている
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とすれば，なおさら人はあえてそれに背こうとはしない。集合意識の権威は
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ることごとくは














































る。傍点部分「ところで」以降の原文は“Or, qu’ est-ce que l’histoire d’un peuple, sinon le génie de ce 
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